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グ
回
―
バ
ル
時
代
の
外
国
人
受
．け
入
れ
に
向
け
て

山
脇

啓
造

政
府
は
今
年
８
月

「日
系
定
住

外
国
人
施
策
に
関
す
る
基
本
指

針
」
を
策
定
し
た
。

「日
系
定
住

外
国
人
」
と
は
耳
慣
れ
な
い
言
葉

だ
が
、
１
９
９
０
年
代
以
降
、
急

増
し
た
プ
ラ
ジ
ル
や
ベ
ル
ー
な
ど

の
日
系
人
を
指
す
。
政
府
は
基
本

指
針
の
中
で
こ
う
し
た
在
日
外
国

人
に
対
す
る
施
策
の
考
え
方
や
方

向
性
を
初
め
て
示
し
た
。
今
年
度

中
に
指
針
に
基
づ
き
行
動
計
画
を

策
定
す
る
と
い
う
。

日
系
定
住
外
国
人
は
、
主
に
自

動
車
や
電
機
な
ど
製
造
業
の
下
請

け
企
業
を
支

え
て
き
た
。
し
か
し
日
本
語
が
十

分
で
き
な
い
人
が
多
く
、
教
育
、

医
療
、
地
域
生
．活
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

指
針
は
、

０８
年
秋
以
降
の
経
済

危
機
の
中
で
も
本
国
一に
帰
国
せ

ず
、
日
本
に
定
住
を
希
望
す
る
多

数
の
日
系
人
を
日
本
社
会
の

一
員

と
し
て
受
け
入
れ
、
社
会
か
ら
排

除
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に

策
定
し
た
。
こ
う
し
た
外
国
人
が

集
住
す
る
自
治
体
が
、
国
に
対
し

て
外
国
人
施
策
の
基
本
方
針
の
策

定
を
強
く
求
め
て
き
た
。

そ
う
し
た
自
治
体
の
代
表
的
存

在
が
外
国
人
集
住
都
市
会
議
だ
。

東
海
地
方
を
中
心
に
プ
ラ
ジ
ル
人

労
働
者
の
多
い
１
‐
３
都
市
が
０１
年
に

設
立
し
、
国
に
外
国
人
の
受
け
入

れ
の
体
制
整
備
を
求
め
て
き
た
。

一現
在
、
浜
松
市
や
群
馬
県
太
田
市

な
ど
２８
市
町
に
増
え
て
い
る
。

筆
者
は
、
一〇２
年
以
来
、
国
籍
や

・民
族
な
ど
の
異
な
る
人
々
が
共
に

生
き
る
多
文
化
共
生
社
会
を
め
ざ

す
基
本
法
の
制
定
を
提
言
し
て
き

た
。
そ
の
目
的
は
、
人
権
尊
重
や

社
会
参
画
、
国
際
協
調
と
い

っ
た

社
会
統
合
の
基
本
理
念
を
定
め
、

国
や
都
道
府
県
に
基
本
計
画
の
策

定
を
義
務
づ
け
、
施
策
の
推
進
体

制
を
整
備
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ

う
し
て
こ
そ
初
め
て
市
町
村
と
の

一連
携
も
進
み
、
地
域
社
会
の
取
り

組
み
が

一
層
、
効
果
的
に
な
る
。

こ
の
８
年
の
間
に
、
人
口
減
少

が
始
ま
り
、
高
齢
化
率
は
１９
の
か

ら
器
∽

へ
と
上
昇
し
、
外
国
人
登

・録
者
は
１
７
８
万
人
か
ら
２
１
９

万
人
に
増
加
し
た
。
日
本
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ

（国
内
総
生
産
）
の
伸
び
が
停

滞
す
る

一
方
で
、
中
国
や
一イ
ン
ド

な
ど
新
興
国
が
台
頭
し
、
世
界
経

済
の
構
図
は
様
変
わ
り
し
た
。
政

府
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
べ

く
、
外
国
か
ら
の
留
学
生
や
高
度

人
材
の
受
け
入
れ
を
推
進
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
経
済
連
携
協
定
に

よ
る
外
国
人
蕎
護
師

・
介
護
士
候

補
者
の
受
け
入
れ
も
始
ま

っ
て
い

る
。
観
光
庁
を
設
置
し
、
外
国
人

観
光
客
の
誘
致
に
も
乗
り
出
し

た
。
第
二
国
定
住
制
度
に
よ
る
難

民
受
け
入
れ
も
始
ま

っ
た
。

だ
が
、
外
国
人
受
け
入
れ
全
体

の
基
本
理
念
や
政
策
の
方
向
性
は

定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
ち
な
み
に

日
本
と
似
た
状
況
に
あ
る
韓
国
で

は
ヽ

０７
年
に
在
韓
外
国
人
処
遇
基

本
法
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
指
針
策
定
は
対
象
を
限

定
し
て
い
る
と
は
い
え
、
体
制
整

備
に
向
け

一
歩
前
進
と
い
え
る
。

ま
た
、
外
国
人
を
住
民
と
認
め
、

住
民
基
本
台
帳
法
の
対
象
と
す
る

新
制
度
が
１２
年
に
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
も
、
多
文
化
共
生
に
と

っ
て

大
き
な
意
義
が
あ
る
。

＊

２
０
５
０
年
に
は
、
日
本
の
人

口
は
３
割
減
少
し
、
高
齢
化
率
は

４
割
に
達
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。

人
口
増
加
と
経
済
成
長
を
前
提
に

構
築
さ
れ
た
社
会
保
障
な
ど
の
諸

制
度
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
人
口

減
少
を
前
提
に
、
女
性
や
高
齢
者

そ
し
て
外
国
人
も
含
め
た
多
様
な

人
々
が
活
躍
す
る
新
し
い
社
会
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
必
要
が
あ
る
。

外
国
人
集
住
都
市
会
議
は
、
Ｈ

月
８
日
に
東
京
で
関
係
府
省
関
係

者
を
集
め
た
会
議
を
開
く
。
今
回

一は
初
め
て
政
務
三
役
の
参
加
も
期

待
さ
れ
て
い
る
。
国
と
自
治
体
が

外
国
人
受
け
入
れ
に
つ
い
て
意
見

交
換
す
る
数
少
な
い
機
会
だ
。

国
が
自
治
体
に
経
済
界
や
市
民

団
体
な
ど
も
加
え
た
協
議
の
場
を

・

設
け
、
中
長
期
的
観
点
か
ら
外
国

人
の
受
け
入
れ
の
あ
り
方
を
見
直

し
、
社
会
統
合
を
推
進
す
る
た
め

に
、
多
文
化
共
生
社
会
基
本
法
を

制
定
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

や
ま
わ
き

，
け
い
ぞ
う
　
移
民

政
策

・
多
文
化
共
生
論
。
外
国
人

集
住
都
市
会
議
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。

関
係
府
省
の
委
員
会
に
も
参
加
。

国明
際治
日大
本学
学
部
教
授

「これが言いたいJは毎週本 ar‐ 置に掲載 します








